
士幌町の介護予防・日常生活支援総合事業について

厚生労働省 地域づくり加速化事業を受けて

令和６年３月 士幌町保健福祉課



士幌町について

北海道十勝の北部に位置し、畑作と酪農が主な産業
です。総面積の60％が農用地となり、広大な空の下、
一面に畑が広がります。

○人口 ５，８１４ 人（２，７５３世帯）
（令和６年１月末現在）

○６５歳以上人口 ２，０２２人
（高齢化率 ３４．７％）

 
 うち７５歳以上人口 １，０５８人

（７５歳以上が占める割合 ５２．３％）

○面積 259.19平方メートル

○日常生活圏域 １つ

○地域包括支援センター １カ所（直営）



士幌町の介護予防・日常生活総合支援事業

介護予防・生活支援サービス事業
・訪問・通所とも従前相当サービスが基本 事業所も１カ所のみ
・通所サービスA 従前相当サービスと同じ事業所であり１カ所のみ

一般介護予防事業
・まる元運動教室 ・いきいき筋力向上教室 ・ふまねっと ・アクティブライフフィットネス事業

令和４年度に上限額を超過し個別協議

地域づくり加速化事業（プッシュ型）のお声をかけられる



人手不足、日々の支援で職員は精一杯。でも新しい視点が得られるかもしれない。やってみよう

令和５年度から空き店舗を利用して「みんなのもりのくまさん」と
いう常設型のサロンを開設し、第２層コーディネーターが常駐して
います。
住民の方の活動を通して、どんなことを経由して介護予防事業
につながっているのか、コーディネーターと共に改めて認識しまし
た。

この場所は自分達が思っている以上に重要な拠点ではないか
という気づきを得ました。

現地支援では住民の方をお招きしてグループワークも行
いました。

地域包括支援センターの職員が、支援が必要だと思う状
態像は住民の方から見てどう思うか聞いてみました。

住民の方は普段地域の中でどんな助け合いをしながら生
活しているのか等、色んなご意見が聞けました。



一般介護予防事業の
整理を行いました。

○士幌町は運動系の予防事業が多
く、利用の状態像が重複している。

○人手が不足する中、重複する事業
を整理し、専門職の支援は必要な
時期に集中してできるように絞っ
ていこう。

元気になるために



介護予防事業の整理について（具体案）

・筋トレマシンを使う「いきいき筋力向上教室」は、社会教育で行っているト

レーニング事業に振り替えることはできないか検討する。

・まる元運動教室とアクティブライフフィットネス事業は、事業内容を整理し、

専門職の介入する事業として一本化できるところはないか検討する。

・元気になって、自立した生活に戻ってもらうこと、教室を卒業できることを改

めて意識して関わるようにする。



町の中の「普段の生活」は具体的にどんなもの？



・専門職の介入は生活のほんの一部分であり、「普段の生活」を取り戻してもらえる支援
を意識しよう。

 地区のサロン活動など、住民同士のつながりが、まだまだありますが、活動に参加されていない
方々も居ることは、現実問題としてあります。そのような方々を含めて、地域づくりを行い、住み慣

  れた町で長く過ごしていただけるよう支援していきます。

・常設型の居場所を通じて新しい繋がりを作る支援をしていこう
 生活支援コーディネーターを通して、マッチングを行い支え合うことができる関係性づくり。

☆貴重な機会をいただきありがとうございました☆

３回目の現地支援では、士幌町の中で住民主体で行っている活動を書き出すグループワー
クを行いました。介護・福祉分野の職員だけでなく、観光・労働分野、教育分野、住民の方にも
再度参加をいただき全員で色々な活動を書き出しました。
「昔はもっと地域資源があったけど、、、」という意見もありましたが、まだまだ町には色んな
活動がありましたし、町内会などの住民同士のつながり、支え合いもありました。

～私たちがこれからやっていく支援～



地域づくり加速化事業

美唄市生活支援体制整備事業担当

美唄市役所 地域包括ケア推進課 主任 髙橋 大介

伊藤 真美



北海道美唄市

人口～１９，０９７人 （６５歳以上人口 ８，３９１人 高齢化率 ４３．９％）
市の特徴～札幌市と旭川市を結ぶ国道１２号線を基本として市街地を形成。特別豪雪地
帯に認定。冬季は総降雪量約１０メートル。厳冬期の積雪量は約２メートルに及ぶ。
ゆるキャラ～マミィちゃん。



美唄市のこれまでの地域づくり
介護予防のための住民自主グループ活動「貯筋体操」
（活動開始）

平成１６年から現在に至るまで自主的に活動を継続してきた。

（活動内容）

貯筋体操は太極拳をベースにした約３０分の有酸素運動。老人クラブや町内会等を中心にグ
ループが出来、平成25年度は30グループ、1,028名の方々が活動していた。コロナ禍を経
て現在（R6.2月）は22グループ、366名の方々が取り組みを継続中。貯筋体操の普及啓発
にむけては、貯筋体操交流会を年1回実施し、活動していない地域の方々にも体験いただけ
るように工夫しています。

（効果）

１．医療費、介護給付費を比較し、費用が抑制されているという効果が明らかになりました。
２．介護予防の効果と、グループメンバー同士による助け合い活動など互助の関係を構築。



人口減少 サービスの担い手減少・・・

自主グループ活動の継続
（H1６～現在）

介護予防が孤立予防へ

減少する福祉サービス資源

人口減少
高齢社会

互助活動の習慣



美唄市生活支援体制整備事業５事業
１．市内集いの場（地域サロン運営の後方支援）

２．生活便利帳の発行／有志ボランティア会議の運営

３．峰延モデル地区での住民移動手段の検討

４．菜の花協議会及び菜の花サロン（住民主導型協議体機能＆通いの場）の取り組み

５．生活支援体制整備事業協議体の運営（１層協議体）

「菜の花地区独居高齢者
見守り運動の展開支援」
支え合いによる町内見守
り活動できる人材の養成
サロン来訪者の新規開拓

「協議体の運営」
協議体会議の事務局運営

「支え合い手段の可視化」

生活便利帳の更新作業
匠ノートの作成
有志ボランティア会議運
営

「移動手段の課題検討」
過疎地域、農村地域をは
じめ高齢者の交通課題整
理

項　目

「住民主体組織の支援」
第１層協議体が把握できてい
ない市内の集いの場、サロン
等に赴き、課題検討できる有
志ある住民を組織化する。



地域サロンの展開
２０２４年２月現在

市内 地域サロン（みんなのサロン） ７拠点

①菜の花サロン（東福祉会館）～月１回水曜日 主な内容・・・次項以降で説明。

②ゆいサロン（有為団地集会所）～月１回木曜日 主な内容・・・おれんじカフェ（移動カフェ）にて住民参加。

③いなほ会（北福祉会館）～月１回火曜日 主な内容・・・筋力向上から認知予防へ取り組み。

④東４条サロン（東４条福祉会館）～月２回金曜日 主な内容・・・近所のサークル仲間で運営。カラオケや麻雀サークルの集い。

⑤峰延サロン（峰延福祉会館）～月１回月曜日 主な内容・・・ふまねっと、ボッチャなど交流。地域独自での移動支援手段を模索中。

⑥南美唄サロン（南美唄福祉会館）～月１回金曜日 主な内容・・・南美唄わくわくまつりという催し展開。体操、行政相談など開催。

⑦くりの木サロン（東明西福祉会館）～月３回木曜日 主な内容・・・貯筋体操、物々交換会、脳トレ、講師を招き講演会の開催。



地域サロンの様子
峰延サロンの活動風景



地域サロンの様子
くりの木サロンの活動風景



サロン展開の先へ

「令和5年度 地域づくり加速化事業での最終目標」

⇒ＳＣが自信をもち地域づくりできるよう支援したい

（人材育成）
①これまで新たに７か所の地域サロンを展開してきたが・・・

⇒サロンありきではない地域づくりへ

②これまで地域を支える立場で活動してきたが・・・

⇒地域の課題ばかり探す活動から地域を励ます活動へ

③これまで地域を見守るスタンスで活動してきたが・・・

⇒住民と同じ目線で地域に入り込む活動へ



地域づくりの成功体験を生活支援コーディネーターに感じてもらいたい
＊介護予防・日常生活支援総合事業にて平成29年に生活支援体制整備事業で実施した市民フォーラム（写真）



手応えのない市民フォーラムだったが・・・
全市的な規模でチラシを配布し、共に地域づくりを考えましょう！と開催した

市民フォーラムであり、参加者の想定は１５０名程度を見込んでいたが・・・

結果 参加者３４名

生活支援体制整備事業構築の初期であり手探りでのフォーラム開催となった

しかし、参加者の皆様は全員「有志」ある住民の皆様だった



菜の花サロンの経過
・H29開催の市民フォーラム参加者で立ち上げた市内初の地域サロン

・２つの町内会が協働して住民主導型組織である「菜の花協議会」の設立。

・菜の花協議会は平成２９年開催の「市民フォーラム」へ参加した「有志」ある住民４名が発起人。

・住民が考えた課題「暁地区町内で最後まで安心して生活するために何が必要か考える」の検討

・平成３０年１０月から菜の花協議会主導型での「菜の花サロン」を運営開始。

・町内会の合議にて会館使用料補助、その他運営に係る必要経費は自前で収支計算。

・町内会、町内外の住民の参加を許可。誰もが気軽に集えることに注力。

・菜の花サロンの活動内容などをまとめたチラシ（通信）を菜の花協議会で作成し毎月戸別配布。

・新型コロナウイルス感染症拡大により一度は中止したが、再開後も現在に至るまで活動継続中。



菜の花協議会・菜の花サロンの活動内容

協議会地区５年後の地域を考えよう（グループワー
ク）

サロン自主運営（参加費１００円、昼食提供２００
円）

災害図上訓練（DIG） 音楽療法士による合唱レク

認知症高齢者見守り声かけ模擬訓練 美唄の歴史映像鑑賞会

介護保険勉強会 サロンでの昼食の提供

菜の花通信の発行と配布 コミュニケーション技法勉強会

地域づくり補助金の申請（協議会として） 町内会以外の住民の受け入れ

地域福祉大会での実践報告 独居高齢者へのサロン参加声かけ活動

町内点検活動・避難訓練 貯筋体操、ボーリングなど介護予防運動

自主防災組織の立ち上げ 美唄市発行の地域包括ケア漫画のモデル化

毎月１回の協議会開催 月１回～２回のサロン開催



Ｈ２９市民フォーラムがきっかけで

菜の花協議会＆菜の花サロンの他にも

市民フォーラム参加者の「有志」ある住民の皆様が協働して

市民が気軽に見て便利に活用できる生活支援サービスをまとめた「生活便利帳」を作成



美唄市生活便利帳の発行
平成３０年～初版作成から現在まで改訂を重ねる

美唄市生活便利帳作成のために集った有志ボランティアメンバー １０名



生活支援体制整備事業を業務委託

H30～生活支援体制整備事業を市社協へ業務委託開始

毎年の事業計画に沿って各事業を展開してきたが、ＳＣの活動内容に悩みが生じる

⇩
令和５年度 地域づくり加速化事業へ参加決定

これまで長年の課題であった茶志内地域開拓へ



美唄市の茶志内地域アセスメント
１回目支援日

１．令和５年度美唄市生活支援体制整備事業報告

２．第９期美唄市高齢者福祉計画・介護保険事業計画（素案）報告

３．地域づくり加速化事業にて伴走型支援を求める茶志内地域のアセスメント報告

地域の中でこれまで意識されず自然に存在して
きたようなナチュラルな資源一つ一つの強みや
大切さに目を向けていく

令和５年

１０月２日

支援チームより
アドバイス



豪雪災害により日程の延期
２回目支援日

１．茶志内地域での住民座談会の開催（延期）

２．茶志内地域のお宝探し報告会（延期）

３．茶志内地域住民の皆さんとグループワークにて地域づくりの木を描く（延期）

生活支援コーディネーターは人の声を拾う、住民側の人間になる、普段
何気なくあるような繋がりに意味づけを行う、などの視点が必要。

生活支援コーディネーターは、住民の皆さんに困りごとが生じた時に、
早めに相談できる人はどんな人か想像する。

令和５年

１２月２２日

支援チームより
アドバイス



２．２５MTG/２．５MTG
（２．２５MTG要点）

１．茶志内地域の住民は10年先にどんな風に暮らしていきたいか、どう暮らしたいか

２．茶志内地域の皆さんがわかりやすいキャッチフレーズを一緒に地域へ浸透させる

３．茶志内地域の中に既にある互助の関係性を捉える

４．お宝さがしのワークは、住民の声を聴いてそれを何につないでいくかが大切

（２．５MTG要点）

１．生活支援体制整備事業は、当事者（住民）の力を引き出すもの

２．何度も足を運んで話を聞いてくれるコーディネーターは地域側の人間になっている

３．SCが一緒にやってくれるという伴走者にならないと、住民に力を発揮してもらえない

４．知っているようで知らない、知っているようで誤解していることをお互い知り合う

５．地域の中で知らない地域に気づくこと、これが地域資源のマッチングとなる

令和６年

１月５日（金）

支援チームより
アドバイス

令和６年

２月９日（金）



住民講座と座談会＆振り返り
３回目支援日（予定）

１．茶志内地域での住民座談会の開催（予定）

２．茶志内地域のお宝探し報告会（予定）

３．茶志内地域住民の皆さんとグループワークにて地域づくりの木を描く（予定）

２回目支援日が延期になり、市・社協が合同で茶志内地域の再アセスメ
ントに注力できた。戸別訪問から一人ひとりの住民の生活を垣間見る時
間が確保できた。茶志内地域の歴史から紐解き、これまでに住民の皆さ
んが経験してきた立場から理解を深められた。

令和６年

３月１１日

支援チームより
アドバイス



地域づくり加速化事業での取り組み成果

・住民側からSOS（課題）が出ている地域（茶志内地域）のお困りごとを住民目線で考える。

・その地域の強みと弱みを整理し、課題解決のみ急ぐのではなく、お宝さがしをしてみる。

・地域の歴史や文化から紐解き、地域の中での繋がりに意味づけをしてみる。

・住民と共に地域を学び、地域の中で関係性を築いてみる。

・地域に出向き、共に考え寄り添うことの大切さを理解する。

「生活支援コーディネーターが地域で把握すべきこと」を理解する。
今回の経験を得て、生活支援コーディネーターが地域へお邪魔するノウハウを得る。

今回の経験を得たことで、他の地域でも実践可能となる



令和５年度地域づくり加速化事業
【北海道】

北海道保健福祉部福祉局
高齢者保健福祉課地域支援係



北 海 道 の 概 要
 人 口

5,224,614人 うち高齢者数1,664,023人（R2時点）

（札幌市：1,973,989人 道内人口の37.8%）
 高齢化率

31.8％（全国28.0％） ※75歳以上 16.2％（R2時点）

 面 積
83,454 ㎢（日本の国土の約22％）

 平均自立期間（要介護２以上）（R4年度・KDBデータ）

男性79.6歳（全国80.1歳）
女性84.2歳（全国84.4歳）

 平均寿命（R4年度・KDBデータ）

男性80.3歳（全国80.8歳）
女性86.8歳（全国87.0歳）

 道内総生産の産業別構成比（R元年度）
第1次産業 3.9％（全国 1.0％） 第2次産業 17.4％（全国25.6％）
第3次産業 77.8％（全国72.5％）

【加速化事業に取り組む上での課題】
・地方部を主として、介護・医療人材の確保の困難さがあり、専門職を活用した地
域における介護予防等の体制整備に困難さがある

・1次産業が主な地域は、高齢になっても就労的役割を持つ人が多く、住民主体の活
動や担い手づくりが難しい部分がある



北海道における参加体制

美唄市（エントリー型）

•高齢者の社会的孤立を防止する地域の仕組

みづくり

•小地域単位ごとの課題整理や住民主体の地

域づくり

士幌町（国プッシュ型）

•事業所サービスに頼らない多様な担い手に

よる活動・サービスづくり

○参加体制
保健福祉部高齢者保健福祉課
・地域包括ケアの推進
・地域支援事業・交付金
・インセンティブ交付金、ケアラー

各（総合）振興局（道内１４ヶ所）
【美唄市→空知 士幌町→十勝】

国アドバイザー

市町村

情報共有・協働支援

相談・情報共有

情報共有
相談

助言
支援

相談・情報共有

○参加市町村

北海道厚生局
厚生労働省



 自治体や地域には課題がたくさんある
 地域や関係機関の人材不足などすぐに解決していくことが難しいこともある

活動を通して得た気づき

地域を知る

人を知る

関係者とつながる

地域課題の分析

規範的統合

今ある資源の強化

新たな資源の創出

地域の強み

知る・つながる うまれる・育て合う あるべき姿へ近づく
・地域の財産になる

対等な立場での対話・同じ目線で考える

山積する課題がある中で、取り組めることや考えていけることもあることを改めて実感

 人や地域のつながり、活動拠点など強みとなることも地域にはある（視点や視野を広げて捉え直す）

 今あるもの、また埋もれている資源や人を見つける・発掘する

 地域資源の整理（可視化）などを通じて地域課題を明確にする

 介護予防等に資する地域の資源づくりをデザイン（ターゲッティングや各事業・活動の連動性など）
【たとえば】
・住民の集まりへの参加や住民講演会等を開催して対話する
・住民（代表）を会議等に参集し、意見交換する
・保健医療福祉以外の関係者（生涯教育や産業振興等）や地域の専門職と情報交換する
・地域の歴史や住民の文化・価値などから地域の強みを考えてみる

日常業務にも追われる
日々・・



今 後 の 展 開

【本事業の横展開】

●事業取組の展開プロセスや成果等を道内市町村へ周知

●圏域市町村等を対象とした意見交換会の開催など

【市町村支援の充実】

●市町村の現状把握・課題分析、適切なニーズ把握

●市町村のニーズにあわせた支援の展開

●様々な取組や他分野の活動にも視野・視点を拡大
AD、厚生局、厚労省等の皆さま、

引き続き本道への
ご支援をお願いします

（担当者としての意識・態度）

●一緒に考え、地域の住民・関係者目線で話し合う

●チームワークや連帯感を作っていくためにも情報共有する

●市町村を支援する関係者とのつながりを増やす



厚生労働省

北海道厚生局 地域包括ケア推進課

長内 隆彦

令和５年度 地域づくり加速化事業について

○伴走的支援：北海道美唄市、北海道士幌町

○都道府県ブロック別研修（北海道ブロック）

美唄市

士幌町

R6 .3 .5
地域づくり加速化事業 報告会



伴走的支援について

専門的アドバイザー、北海道、厚労省（老健局・厚生局）が支援チームとなり、連携して各市町村への伴走的支援を

実施。北海道厚生局としても過去の伴走支援の経験を活かしつつ、場面に応じた支援やバックアップを行いました。

○エントリー時の課題感（生活支援体制整備事業について）

・町内会活動などの自粛、停滞から課題検討の場が減少

・活動のコアメンバーの高齢化に伴う次世代への継承

士幌町（老健局主導型）美唄市（厚生局主導型）

・7/31 事前の顔合わせ（現地）

美唄市に訪問し、道庁＋振興局も交えて直接の顔合わせ。
✓ エントリーシートに記載がない想いも聞けた。

・10/2 現地支援 １回目

・アドバイザーが事前に市内の視察（茶志内地区）を行った
上で、地域づくりに関する講話を実施。

・市内の「貯筋体操」グループを視察。
✓ 元気に、自主的に活動している人もたくさんいること
を再確認できた。

★茶志内地区を訪問して住民の方に地域のことを聞きつつ
（＝アセスメント）２回目の支援では「住民講座」を！

・12/22 現地支援 ２回目

大雪のため「住民講座」は延期に…
➡その後再度、茶志内地区を訪問。
初回よりも深く話が聞けた。

・3/14 現地支援 ３回目

改めて「住民講座」を企画中。住民のつながりを確認し、
今後に繋がる会に！

地域の活動状況は？

○交付金（介護予防・日常生活支援総合事業）の上限超過

・いまあるサービスを活かして、どのように身体機能を維持・

向上させ、サービスから卒業していく流れを作るか。

・9/1 現地支援 １回目

改めて士幌町の現状と課題を整理
✓ 町社会福祉協議会の事業も含め、多様なサービスが

あることを再認識

・12/21 現地支援 ２回目

共生型・常設型の居場所（みんなのもり
のくまさん）という「資源」がある！

・「みんなのもりのくまさん」を視察
※生活支援コーディネーターが常駐、多世代が集う場所
✓ 多様なイベントを開催、ボランティアもいる。

・地域住民（代表者）との懇談
✓ フレイル（虚弱）に陥らないよう、どのようなタイミング
で行政が介入するべきなのかについて意見交換
➡住民間のつながりはある。過度な介入は必要としていない。

・2/8 現地支援 ３回目

・シニア層が元気になることに寄与している
地域資源を洗い出してみよう。
✓ 他部署（教育・産業）や住民も加わり、
たくさんの資源やつながりが！
➡今後に向けて、資源の活用法や課題を
グループワークで意見交換

地域住民の情報も集まる



都道府県ブロック別研修（北海道ブロック）について

• 伴走的支援の専門的アドバイザー（生活支援体制整備事業）による講演

• 全国の市町村の事例から「住民が主役」で活動している事例を紹介

• 「自発的で主体的な『支え合う暮らし』を見つけることから」が、はじめの一歩

【講演】「今、あるものからの地域づくり】

• 経済産業省（ヘルスケア産業課）からの情報提供

• 介護領域をめぐる主な課題（財政・経済・人材）に関し、経産省における対応の方向性について説明

• 介護保険外サービスを活用した課題解決の事例などを紹介

【情報提供】経済産業省における介護分野の取組について

• 北海道北見市から：北見市医療・介護連携支援センターと連携し、事業を一体的に実施

• 岩手県釜石市から：在宅医療連携拠点「チームかまいし」の役割と取組

• 石川県小松市から：在宅医療・介護連携推進会議による課題の把握と市の取組

※事例発表いただいた３市の講師陣を交えた意見交換を実施

【事例発表＋意見交換】市町村の医療・介護連携に関する取組について
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